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研 究 課 題 名 高齢者脊椎疾患の病態解明と画像所見に関する研究 

当院の研究責任者（所属） 樽角清志（整形外科） 

他の研究機関及び各施設の 

研究責任者 

九州大学病院別府病院 整形外科 

九州大学病院別府病院整形外科 教授 播广谷 勝三 

研 究 の 目 的 

高齢者脊椎疾患は要介護状態になる原因疾患の一つで

あり、特に腰痛症は患者数が多いと言われている。社会

の高齢化に伴い、腰痛症の罹患率は高くなると考えられ

る。 

以前より MRIにて椎体終板に認める異常信号である M

odic change と腰痛の関係が報告されてきたが未だ病

態解明されていない現象の一つである。さらに、過去の

報告では、高齢者層ではなく、若年層を対象にしたもの

が多く、超高齢者を含む Modic change の病態を検討す

ることは、今後高齢者になる中高年層の健康寿命を延ば

す意味でも重要になると思われる。 

そこで本研究ではまず各年齢層における Modic chan

ge の分布について調査し、各年齢層における腰痛との

関連について検証する。 

調査データの該当期間 2011 年 4 月〜2026 年 6 月 30 日 

実  施  期  間 研究許可日～2026（令和 8）年 6 月 30 日 

研究の方法（対象となる方） 

平成 23年 4月１日から令和 8年 6月 30日までに九州大

学病院別府病院、2018 年 4 月から 2023 年 3 月 31 日ま

でに九州労災病院で脊椎疾患の診断で診察治療を行っ

た患者 

試料/情報の他機関への提供 画像・カルテデータ。 

個人情報の取り扱い 

個人情報の取扱いに関して、「人を対象とする医学系研

究に関する倫理指針」、「個人 情報の保護に関する法律」

及び適用される法令、条例等を遵守する。取り扱う情報

には要配慮個人情報が含まれる。調査項目に患者氏名は

含まれないが、研究に関する情報の公表においては、個

人が特定されることがないように配慮する。また、情報

の保管及び廃棄は「（10）試料・情報の保管及び廃棄の
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方法」に従い厳重に管理する 

本 研 究 の 資 金 源 
なし 

 

お 問 い 合 わ せ 先 
九州労災病院 整形外科 樽角清志 

TEL:093-471-1121 
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